
◎後援／宮城県、仙台市、気仙沼市、岩沼市、東松島市、宮城県市長会、宮城県町村会、気仙沼市教育委員会

「今できることプロジェクト2025-2026」は趣旨に賛同いただいた47の企業・団体のご支援により活動を展開しました。

　岩沼市と東松島市の視察ツアーは震災15年の歩みを確かめ
る企画でした。集団移転地の玉浦西地区とあおい地区では被災
者の努力で新しいコミュニティーが根付く様子、千年希望の丘と
野蒜・大曲では犠牲の無念を胸に教訓を伝え継ぐ活動に取り組
む住民の姿に触れました。
　参加者の多くが「復興と災害犠牲が初めてわがことになった」
「参加しなければ分からないままだった」と振り返っていたのが印
象的でした。震災が遠い過去の出来事ではなく、今に連なる大
切な記憶として意識されたことが何よりの成果です。震災の伝え
合いはこれからこそが本番です。被災地に出向き、当事者の姿と
声に触れるツアーに参加し、ぜひ伝承の輪に加わってください。
公益社団法人3.11メモリアルネットワーク
https://311mn.org/

武田 真一さん

3.11メモリアルネットワーク
代表理事

今
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ク
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被
災
の
知
見
か
ら
学
び
、

命
を
守
る
た
め
の
術
を
。

今できることプロジェクトは東日本大震災の風化にあらがい、

東日本大震災の記録と防災の学びを広く伝え、

災害から命を守る活動に取り組む人にフォーカス。

実際に現地を訪ねて学ぶ取り組みを繰り返してきました。

発災から15年。遠ざかりつつある被災の記憶を取り戻し、

語り継ぐべき教訓を継承する活動は共感の輪を広げています。

２０２５年度も、３つのテーマでプログラムを実施。

河北新報の読者、賛同企業の方々、たくさんの一般参加者とともに

得られた成果の数 を々この紙面で報告します。

地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
て
万
全
の
備
え
を
心
が
け

発
災
時
に
正
し
い
行
動
を
と
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
習
得

［お問い合わせ］
今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部）　tel 022-211-1318

これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。

企画・制作

営業局（今できることプロジェクト事務局）

企画・制作

facebook ページもあります。

www.kahoku.co.jp/imadeki/ 河北　今できること 検  索

賛同企業・一般参加プログラム

　仙台市では町内会をはじめとする地域団体が自助・共助に取り組み、小中学校
でも地域の災害リスクに応じた防災教育が進められています。しかし、地域とのつ
ながりが薄いご家庭や働く世代には、防災の必要性が十分に届いていないのが
実情です。自然災害のハザードマップは広く公開されていますが、「自分には関係
ない」と受け止められることも少なくありません。さらに、大雨災害に備える「マイ・
タイムライン」や、避難所ではなく、自宅で避難生活を送る「在宅避難」など、東日
本大震災当時にはなかった新しい考え方も、まだ浸透の途中です。
　だからこそ今、地域・企業・行政が連携する本プロジェクトを通じ、誰もが“自分
ごと”として備えを始められる社会づくりが求められています。 早坂 政人さん

仙台市防災・
減災アドバイザー

　本年4月、リアス･アーク美術館は気仙沼市立の
美術館として新たな一歩を踏み出しました。気仙沼･
本吉地域広域圏の美術館として歩んだ約32年間で
最も大きな出来事は、やはり東日本大震災でした。
　当館では学芸員らが、被災した気仙沼市と南三
陸町の記録調査活動を行い、2013年4月より「東
日本大震災の記録と津波の災害史常設展示」を新
設、現在に至ります。
　あの日から15年が経過し、中学生以下は震災
後生まれとなりました。未災の世代に、いかに災害
伝承を行っていくか、大きな課題が
残されています。さまざまな表現を用
いて芯に届く新たな伝承の型を生み
出していかねばなりません。気仙沼
に根差した美術館である当館の不
変の使命です。

　震災を知らない世代の生徒に向き合うことで、私
たちが「今できること」を考える機会をいただいたと
思っています。「今ある生活ができているのは当たり
前でなく、感謝を忘れてはいけない」と述べた生徒
の感想は、震災の記憶を忘れさせない事はもとより、
次世代へと継承していくべき大切な教訓ではないか
と感じさせました。今回の参加から、生徒たちだけで
なくわれわれ教員も次世代へと語り継ぐ重要な担い
手であることを認識させられました。

山内 宏泰さん

リアス・アーク美術館
館長

大雨災害時における
家族一人一人の避難計画
「マイ・タイムライン」

在宅避難のススメ

協力／仙台市危機管理局　防災・減災部 減災推進課

都市型災害に備えるスキルを磨く
防災・減災ワークショップ

仙台市 減災推進課×今できることプロジェクト

3.11メモリアルネットワークと行く
被災地視察ツアー

世
代
を
超
え
て
語
り
継
い
で
い
く
使
命
と
と
も
に

揺
る
が
ぬ
史
実
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
知
恵
を

賛同企業・一般参加プログラム

次世代継承の現場に触れ、
津波被災物に学ぶツアー

起
こ
っ
た
か
の
よ
う
な
リ
ア
ル
な
演
出
で
、

思
わ
ず
手
を
握
り
し
め
る
参
加
者
も
い
た

ほ
ど
緊
迫
感
の
あ
る
約
４
分
の
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、ス
ク
リ
ー
ン
に
仙
台

市
青
葉
区
の
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
投

影
。「
令
和
５
年
に
宮
城
県
が
公
表
し
た
資

料
に
よ
る
と
、
宮
城
県
沖
地
震
の
連
動
型

が
発
生
し
た
場
合
、
県
内
で
は
最
大
震
度

６
強
、
最
大
８
ｍ
の
津
波
が
発
生
す
る
地

域
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台

市
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
想
定
さ
れ
る
地

震
別
の
震
度
や
被
害
想
定
を
マ
ッ
プ
で
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
環

境
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
、
自
宅

が
あ
る
地
区
の
地
震
リ
ス
ク
の
確
認
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
地
震
発
生

時
に
と
る
べ
き
正
し
い
行

動
に
つ
い
て
説
明
。地
震
の

揺
れ
を
感
じ
て
い
る
間
、

自
分
の
体
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
て
行
動
し
、

自
身
の
安
全
を
確
保
で
き

た
ら
、
隣
家
や
近
所
に
住

む
高
齢
者
な
ど
に
、
声
が

け
や
安
否
確
認
を
す
る

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ご
近
所
同
士
で
集

合
す
る
「
い
っ
と
き
避
難

場
所
」に
つ
い
て
も
言
及
。

地
域
の
被
害
状
況
や
住

民
の
安
否
を
確
認
す
る
た

め
に
集
合
す
る
場
所
で
あ

り
、
災
害
時
に
情
報
を

集
め
な
が
ら
向
か
う
こ
と

で
、
地
域
の
防
災
力
を
必

要
な
場
所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

指
定
避
難
所
の
仕
組
み
や
運
営
主
体
ご
と

の
役
割
、
在
宅
避
難
、
非
常
食
の
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
性
や
災
害
に
備
え
た

家
づ
く
り
に
つ
い
て
も
紹
介
。
早
坂
さ
ん

は
、「
非
常
時
に
適
切
な
行
動
を
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
反
復
練
習
が
大
事
で

す
」と
会
場
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

仙
台
市
危
機
管
理
局
減
災
推
進
課
の
協

力
を
得
て
、
災
害
リ
ス
ク
へ
の
理
解
を
深

め
な
が
ら
、大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生

時
に
推
奨
さ
れ
る
在
宅
避
難
や
、
帰
宅
困

難
者
と
な
ら
な
い
た
め
の
備
え
な
ど
を
学

ぶ
、実
践
型
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
2
回
開
催
。

災
害
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
防
災
対
策
を
講
じ
て
お
く
重

要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
1
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
洪
水
や

土
砂
災
害
、
住
宅
へ
の
浸
水
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
は
ら
む「
豪
雨
災
害
」を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
11
月
18
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
仙
台
市
防
災
・
減
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
早
坂
政
人
さ
ん
が
登
壇
し
、
近
年
、
豪

雨
災
害
が
全
国
各
地
で
相
次
い
で
い
る
背

景
や
、
な
ぜ
毎
年
の
よ
う
に
犠
牲
者
が
出

て
し
ま
う
の
か
を
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
体
験
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
逃
げ
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
言
及
す
る
早
坂
さ
ん
は
、
参
加
者
全

員
に
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
配
布
。
３
６
０
度
映

像
の
中
で
、
河
川
の
水
位
が
一
気
に
上
昇

す
る
様
子
や
、
膨
大
な
水
で
瞬
く
間
に
屋

内
が
浸
水
す
る
光
景
な
ど
が
映
し
出
さ

れ
、
洪
水
・
土
砂
崩
れ
を
疑
似
体
験
し
ま

し
た
。
体
験
後
、
早
坂
さ
ん
は「
豪
雨
災
害

は
事
前
に
予
測
し
、備
え
る
こ
と
が
で
き
る

災
害
で
す
」と
語
り
か
け
、
自
分
が
住
む

地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
う
る

の
か
把
握
す
る
た
め
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の

見
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。浸
水
想
定
区
域
を
確

認
し
避
難
時
の
持
ち
物
や
避
難
開
始
の
タ

刻
ん
だ「
東
日
本
大
震
災 

杉
ノ
下
遺
族
会

慰
霊
碑
」の
前
で
、
当
事
者
と
し
て
体
験

を
語
る
小
野
寺
敬
子
さ
ん
と
も
対
面
。
当

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
穏
や
か
な
口
調
で
語

り
な
が
ら
も
、
悲
劇
を
繰
り
返
し
た
く
な

い
と
い
う
ひ
た
む
き
で
強
い
意
志
を
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。「
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
」

で
は
、
震
災
後
、
２
年
間
に
わ
た
っ
て
気
仙

沼
市
・
南
三
陸
町
の
被
害
記
録
調
査
を
行

い
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
公
開
し
て
い
る

常
設
展
示「
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津

波
の
災
害
史
」を
企
画
し
た
館
長
の
山
内

宏
泰
さ
ん
が
一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。山
内
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
復
興
計
画
の
数
々
は
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

過
去
の
資
料
や
文
献
に
学
び
、
未
来
に
向

け
て
ど
ん
な
準
備
を
す
べ
き
か
を
考
え
て

く
だ
さ
い
」と
参
加
者
に
力
強
く
訴
え
か
け

ま
し
た
。

　

復
興
の
歩
み
を
続
け
る
中
で
、
次
な
る

大
災
害
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る

た
め
若
い
世
代
へ
教
訓
を
伝
え
よ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
視
点
で
震
災
を
語
る
３

者
を
訪
ね
た
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
11
月

８
日
に
実
施
。
44
人
の
参
加
者
と
と
も
に
、

震
災
の
記
憶
を
持
た
な
い
聖
ド
ミ
ニ
コ
学

院
中
学
校（
仙
台
市
青
葉
区
）の
５
人
も
同

行
し
て
、
大
き
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
ね
た
の
は
、
４
階
ま
で
達
し

た
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼

向
洋
高
校
旧
校
舎
を
震
災
遺
構
と
し
て
保

存
し
、
当
時
そ
の
ま
ま
の
被
災
状
況
を
一

般
公
開
し
て
い
る「
気
仙
沼
市
東
日
本
大

震
災
遺
構
・
伝
承
館
」。
こ
こ
で
は
、
語
り

部
と
し
て
活
動
し
て
い
る
階
上
中
学
校
や

気
仙
沼
向
洋
高
校
な
ど
の
中
高
生
12
人
と

の
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住

民
の
3
割
に
あ
た
る
犠
牲
者
93
人
の
名
を

第
1
回　

豪
雨
災
害
編

第
2
回　

地
震
災
害
編

予想以上のスピードで
浸水する様子を
VRで体験

仙台市地震ハザードマップ（仙台市全域版）
VRゴーグルを装着してバーチャル映像で震災を体験

豊富な知識で会場に語りかける
仙台市防災・減災アドバイザーの早坂政人さん

気仙沼向洋高校旧校舎の屋上で教師や生徒、地域住民の避難状況について語る中学生

リアス・アーク美術館の常設展示「東日本大震災の記録と津波の災害史」を見学

「100通りのありがとう」(2019年3月、旧野蒜駅)の一場面

まごころ公園のしだれ桜について語る
玉浦西まちづくり住民協議会の菊地正広会長 

あおい地区のまちづくりを
振り返る小野竹一さん

語り部活動を引き継ぐ
東北大生の後藤優太さん

デジタル絵本「ケヤキの想い」の原作も手がけた小野寺敬子さん

住
民
た
ち
が
と
も
に
手
を
取
り
合
い
な
が
ら

コ
ミ
ュニ
ティ
ー
の
輪
を
つ
な
げ
た
復
興
ま
ち
づ
く
り

賛同企業・一般参加プログラム

　

被
災
3
県
で
、
教
訓
の
伝
承
に
関
わ
る
個

人
・
団
体
・
拠
点
施
設
を
つ
な
げ
る（
公
社
）３
・

11
メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
同

行
す
る
被
災
地
視
察
ツ
ア
ー
を
２
回
実
施
。
そ

の
第
1
回
を
昨
年
12
月
３
日
に
実
施
し
、
岩
沼

市
を
巡
り
ま
し
た
。
集
団
移
転
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
玉
浦
西
地
区
で
は
、
玉

浦
西
ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会
の
歴
代
会
長
3

人
か
ら
、
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
詳
し

く
話
を
聞
き
ま
し
た
。
千
年
希
望
の
丘 

相
野

釜
公
園
も
訪
問
。
い
わ
ぬ
ま
震
災
語
り
部
の
会

の
会
長
、
渡
邉
良
子
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
園
内
を

見
学
し
ま
し
た
。敷
地
全
域
が
冠
水
し
、
旅
客
、

周
辺
住
民
、
空
港
従
業
員
ら
約
１
７
０
０
人
が

避
難
し
た
仙
台
空
港
で
は
、
仙
台
国
際
空
港

株
式
会
社
の
相
澤
侑
也
さ
ん
と
小
笠
原
光
徳

さ
ん
が
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
1
階
に
常
設
展

示
さ
れ
て
い
る
震
災
説
明
パ
ネ
ル
の
前
で
解
説
。

そ
の
後
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
仙
台

空
港
の
施
設
内
外
を
じ
っ
く
り
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

消防団員をモデルに復興祈念公園に新たに
設置された伝承彫刻「悲憤を越えゆく者」

　「つながる」「つたえる」「つづける」。これ
は、劇団を結成した際、団員の皆さんと誓
い合ったモットーです。時間や地域を超え
て、震災の悲惨さや教訓を伝え続けていく
手段はいろいろな方法があります。我々が
ヒョンなことから巡り合った方法がエンタメ、
とりわけミュージカルだったのは、今思うと
必然だったかもしれません。被災した同志、
あるいは支援者が一つの作品に向かって
練習を重ねるうちに心の痛みが軽くなり、
共感・共有するものが多くなってきた感じがしますし、見てくだ
さった方 に々も同様の動きが見えました。これからも笑いあり涙
ありのミュージカルで「忘れない」を追求していきたいと思います。

菅原 節郎さん

劇団１００通りのありがとう
団長

　私自身は、2016年の千年希望の丘
交流センター開設時より語り部ボラン
ティアを始めました。その7年後、同志
8人の市民活動団体として始動した
「いわぬま震災語り部の会」。今回のツ
アーのようにメディアで紹介されること
で関心をもつ方が着実に増えています。

会員の高齢化で先細りが懸念されていた昨年8月、新会員として迎えた
10代の兄妹に続き、年明けに40代の3人が加わり10人となりました。
　「そなえよ、つねに」「自分の命は自分で守る」。この教訓を若い世代へ
託して、希望のある震災伝承活動を進めていきます。

渡邉 良子さん
いわぬま震災語り部の会会長

昨年、いわぬま震災語り部の会の会員と
なった鈴木大遥（たいよう）さん、心彩（こ
こあ）さんの兄妹が、先輩が見守るもとで
来場者をガイド

被
災
地
視
察
ツ
ア
ー
① 

岩
沼
市

　

２
月
４
日
に
実
施
し
た
東
松
島
市
で
の
ツ

ア
ー
。
震
災
遺
構
の
旧
Ｊ
Ｒ
野
蒜
駅
ホ
ー
ム
を

見
学
後
、
高
台
移
転
地
の
野
蒜
ケ
丘
に
あ
る
市

民
セ
ン
タ
ー
で
地
元
住
民
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

劇
団「
１
０
０
通
り
の
あ
り
が
と
う
」の
活
動
を

共
有
し
ま
し
た
。
被
災
住
民
１
０
０
人
以
上
が

出
演
し
た
２
回
の
公
演
動
画
を
鑑
賞
。
団
長
を

務
め
る
菅
原
節
郎
さ
ん
の
講
話
に
も
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
旧
矢
本
町
の
あ
お
い
西
集
会
所
で
は
、

自
治
会
の
統
括
組
織「
あ
お
い
地
区
会
」会
長
の

小
野
竹
一
さ
ん
が
、
住
民
主
体
で
進
め
た
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
に
つ
い
て
解
説
。
そ
の
後
、

小
野
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す
る
東
北
大
学
2
年

生
の
後
藤
優
太
さ
ん
も
同
行
し
、
語
り
部
ガ

イ
ド
を
行
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
曲
浜
と
隣
接
す
る
石
巻
市
西

浜
町
の
造
船
会
社「
ヤ
マ
ニ
シ
」の
入
り
口
に
あ

る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
視
察
。
石
巻
市
危
機

管
理
部
の
担
当
者
と
当
時
ヤ
マ
ニ
シ
で
勤
務
し

て
い
た
顧
問
の
阿
部
晃
二
さ
ん
か
ら
話
を
伺
い

ま
し
た
。

被
災
地
視
察
ツ
ア
ー
② 

東
松
島
市

佐藤 英明さん

聖ドミニコ学院中学校
教頭

総
集
編

仙台国際空港の震災説明パネル

気仙沼視察を通じて
イ
ミ
ン
グ
、
避
難
先
な
ど
、
豪
雨
災
害
か

ら
命
を
守
る
た
め
に
、
家
族
一
人
一
人
が
取

る
べ
き
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

避
難
計
画「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」に
も

大
い
に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。
手
元
の

資
料
を
見
な
が
ら
、い
つ
・
誰
が
・
何
を
す

る
の
か
時
系
列
で
整
理
し
、
避
難
行
動
を

具
体
的
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
事
前
に
綿

密
な
計
画
を
立
て
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
時
も
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
の

だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
坂
さ

ん
は
、「
災
害
は〝
い
つ
か
〞で
は
な
く
、〝
い

つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
〞。
そ
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
」と
結
び
、
深

く
う
な
ず
く
参
加
者
の
表
情
で
あ
ふ
れ
ま

し
た
。

　

１
月
22
日
に
開
催
し
た「
地
震
災
害
編
」

も
、
V
R
ゴ
ー
グ
ル
に
よ
る
映
像
体
験
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
低
層
の
集
合
住
宅
と
思
わ
れ
る

一
室
で
料
理
を
し
て
い
る
女
性
の
目
線
で

映
像
が
始
ま
り
、
本
当
に
大
き
な
地
震
が


